
より良い防災体制の 
       構築を目指して！ 
  ～東日本大震災の体験を生かして～ 
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死者・ 
  行方不明者 
 
 １０，８４９名 



 学校が大好き！ 
  狩野 悟君（享年１８歳） 

日常生活・家族の笑顔・希望・命・・・ 





３月１１日 
 
 

宮城 鎮魂の日 



避難所となった 
     石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 

 ３・１１（金） 小･中学部卒業式 



１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 



停電 電話不通 断水 余震 雪 

 １４：４６ M８・８ 震度６ 

凄まじい地鳴り 
立っていられないほどの大きな揺れ 
＊宮城県沖地震への備え＊ 
  ・戸棚等の固定    ←備えの大切さ 
  ・窓ガラスに飛散防止フィルム 
  ・壁の亀裂 床の段差程度の被害 

１ 避難所となった石巻支援学校 



学校が避難所へ！ 

必ず地域の方が避難してくる。 
学校は地域と共にある。 

現在の情報が得られない不安 
命を守ることの不安 
見通しのない不安 

１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 



 

１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 

https://picasaweb.google.com/lh/photo/QhY73VDWROAfpKh-IysAJdMTjNZETYmyPJy0liipFm0?feat=embedwebsite


１ 避難所となった石巻支援学校 

https://picasaweb.google.com/lh/photo/eZZZUV6qgOMJXhrXo8Qvv9MTjNZETYmyPJy0liipFm0?feat=embedwebsite


１ 避難所となった石巻支援学校 



 

１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 



本
校 

学区の多くが
壊滅・浸水 



１ 避難所となった石巻支援学校 

半径５ｋｍ 

石巻支援学校 

  浸水       

  道路損壊       

  通行止め       

    渋滞       

半径５キロ 
  限られた 
    避難者       石巻日赤病院 

       

 地域で避難 
 するしかない 
    ９ 割       



１ 避難所となった石巻支援学校 

３・１１～５・８（５９日間） 避難所 
                  石巻支援学校 
         
               在校児童生徒の家族 １３家族 

     小学部 ５名（自閉症２・肢体不自由２・訪問１） 
              中学部 ４名（自閉症２・肢体不自由１・重度重複１） 

                                       高等部 ４名（自閉症３・知的１） 
                                       卒業生 ２名（自閉症１・知的１) 

 
 地域・帰宅困難の方 ４１名 

学校周辺の方々 

    単身及び介助の必要な高齢の方 ２１名 
              全介助（排泄・体位変換・食事・着替え・服薬管理・心のケア） 
               半介助（移動介助)・徘徊 



情報不足 

食料・物資 
不足 

人手不足 

１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 
 

多くの救いが避難所運営の支え 
段階 期   間 困難さ 内     容 

 

① 
 

３／１１～１６  食料難 
物資不足 
地域の方の救い 

 
② 

 
３／１６～２２ 

 

 
人手不足 

 

県の救い 
仲間の救い 

 

③ 
 

３／２３～３１ 専門性 
不足 

 

養護教諭の救い 
 

④ 
 

４／１～５／７ 情報不足 
 

行政支援の救い 
 

⑤ 
 

５／８ 
 

避難者の救い 



   宮城県教育庁の視察  

・公用車の貸出 ・支援学校からの応援体制  

                       金成支援学校 
 
 
                              
                          古川支援学校 
                            小牛田高等学園 
 名取支援学校 
                           
 
       船岡支援学校 

石巻支援 

二泊三日交代 ３月一杯 
  スーパーサポート！ 

精神的・物理的な支え 

１ 避難所となった石巻支援学校 



１ 避難所となった石巻支援学校 
 

多くの救いが避難所運営の支え 
段階 期   間 困難さ 内     容 

 

① 
 

３／１１～１６  食料難 
物資不足 
地域の方の救い 

 
② 

 
３／１６～２２ 

 

 
人手不足 

 

県の救い 
仲間の救い 

 

③ 
 

３／２３～３１ 専門性 
不足 

 

養護教諭の救い 
 

④ 
 

４／１～５／７ 情報不足 
 

行政支援の救い 
 

⑤ 
 

５／８ 
 

避難者の救い 



・学校は地域に守られている 
 

・他校の教職員との連携で専門性の    
 向上がある 
 

・行政ともっと近い関係作りが必要 
 

・障害のある方とない方が共に過ごす 
 当たり前が生む大きな意味 
 

・自ら命を守る方法をもつ必要性 

１ 避難所となった石巻支援学校 
 

 



日々の備え（ハード） 

防
災 

  ・耐震  ・備蓄 
  ・システム整備 
  ・心の構え 

ネットワーク（ソフト） 

  ・人のつながり 



震災時の子供たち 



２ 震災時の子供たち 

共に過ごす 
 

日増しに募る
不安 

体力の限界 

知的障害 
肢体不自由 自閉症 重度重複障害 

３／１１～１６ 「どこにいるの？」 
３／１６以後 自閉症の男の子の限界 
        重度重複障害児童の限界 

 本校に避難した子供たち 



２ 震災時の子供たち 

 家庭訪問の実施   
 
   ● 現在の状況把握 ● 
    ① 子供の様子 
    ② 家庭の生活の様子 
    ③ 保護者の様子  
  「聞くこと」「心をほぐすこと」 
  
                                    

 
＊記録表に記入 
＊学校で確認 
＊必要な支援の検討  

 

 保護者の言葉  「うちは大丈夫です」 
      
 １ 物音に過敏 固まることが多くなった 
 ２ 外に出ようとしない 
 ３ 自傷行為と他傷行為 
 ４ 食欲不振とおう吐 
 ５ 退行現象（指しゃぶり・夜尿・抱っこ） 
 ６ 「おうち壊れちゃった」 

 

子供の行き場 

保護者支援 

 安否確認の実施 

地域で過ごす子供たち 



 「子どもの広場」の実施 
２ 震災時の子供たち 



２ 震災時の子供たち 



２ 震災時の子供たち 



２ 震災時の子供たち 



２ 震災時の子供たち 



２ 震災時の子供たち 

学校にしかできない学校の役目   

 「笑顔！」「歓声！」「涙！」  

「学校は子供に生かされている！」 

                       

             
            

           地域 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子供 

親 学校 

不適応行動の
減少 
保護者の笑顔 

学校の活性化 

日常の教育活動の有用性 



障害種別に見る 
子供たちの震災時の様子 



肢体不自由のMさん 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



肢体不自由のMさん 
・自宅周辺が水没 

いざという時，自分で咄嗟に逃げられない
ことの恐怖感 

「岩のように」動かそうとしても動かないん
です・・・ 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 

 
 

・地震に対する恐怖で食事が取れなくなる 
 １ヶ月の間に１０ｋｇ減 
 



    

 何かあったら大人が守ってくれる。  
      大丈夫。  
     
    と思える学習が必要！ 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



知的障害のＴくん 

・在籍していた地域の小学校で１カ月の 
 避難生活 
・同級生や教員が声をかけてくれる 
 

「おうちに帰ろう」が口癖。体重の増加。 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 

 
・外に出ようとしなくなる 



心の声を 
  しっかり聞き寄り添う支援！ 
 
何らかの方法で 
 自分の気持ちを外に伝える方法を 
  学習しなくてはならない！ 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



重度・重複障害のRさん 

 
 
・命がつながる 

母親のとっさの判断。 
    大地震→津波→高台へ 
    大地震→停電→病院へ   
イマジネーション。 

５ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 

・自宅で人工呼吸器による生活 
 



 非常時の状態を 
 いかに瞬間的に予測できるかどうか。 
 
  この判断力が生死を分ける！ 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



重度・重複障害のAさん 

・２４時間絶えず吸引が必要 
 

・自宅周辺の街は壊滅 
 

・車で避難生活 
 

・すぐにおむつがなくなる 
 経管栄養がなくなる 

重度重複障害の同級生の家へ 
命がつながる 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



            普段から 
 
人とつながっておくことが 
 
      命 綱 ！ 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



自閉症のYくん 
・石巻支援学校に避難 
・偏食のため食べるものがない 

状況の理解 
食べられるもの・人とのかかわりが豊か
になる。 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 

 
・不安から手の甲のかきむしり→化膿→病院 
・母親家の片付けへ→不安から不適応行動 
・自宅を見せに行く→14年で初めての涙 
・教員が自宅からテレビゲーム 



自閉症のMくん 
・地域の中学校に避難 
 

・不適応行動が強く，周囲に目に耐えられず， 
 ３月末，石巻支援学校に避難 
 

・「ホンダ。ブルンブルン。おうち帰る。」 
 母親 片時も離れられない状態 

刺激過多によるストレス 
入所後行動が落ち着く 
震災後学校に遊びに来る 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



自閉症のRくん 
・住んでいた街一帯 津波に飲み込まれる 
 

・家族で山に避難 車で避難生活  
 

・一週間後、石巻支援学校に避難 
  

自傷行為の悪化 家族の涙 ゆっくり 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 

 
・居場所を見つけられない→ 突発的に発熱 
 → 自傷行為 → 不安定 →無気力 
  



子供たちに 
   好きな活動をいくつか 
 身につけられるようにしてあげること 
 
        大切な生きる力！ 

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



子供たちの姿から・・・ 

・時間の経過が捉えにくい困難さ  

・忘れられない負の記憶に対する困難さ  

保護者の姿から・・・ 

・「助けて」となかなか言えない困難さ  

３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



 



「助けてください」 

受 援 力 

「手伝いましょうか？」 

・・・ ３ 障害種別に見る子供たちの震災時の様子 



保護者と学校の変化 



図書室作り 

保護者の気持ち   
４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 

防災体制の見直し   

① 通学バス避難場所の指定 
② 地区割担当職員の指定 
③ 災害用児童生徒名簿の整備 
④ 災害用備蓄品の整備 
⑤ 体験的防災教育の実施 

迷わない・冷静かつ迅速な判断・安心→命を守る 
イマジネーション力を研ぎ澄ます！←ヒヤリハット 



４ 保護者と学校の変化 



始発 7:31 7:20 7:50 7:30 7:43

終着 15:57 16:10 15:37 16:01 15:35

8:00 7:35 8:00 8:15 鹿妻小学校 7:45
15:30 15:55 15:30 15:20 15:30
8:40 7:40 8:00 8:15 7:50
14:45 15:50 15:30 15:20 15:25
8:40 8:05 8:05 住吉中学校 8:25 7:50
14:45 15:25 15:25 （牡鹿，女川，北上） 15:10 15:25
8:40 8:20 8:05 8:30 8:00
14:45 15:10 15:25 15:05 15:15
8:50 8:20 8:05 8:30 住吉中学校 8:00
14:35 15:10 15:25 15:05 （石巻，女川，北上） 15:15

8:25 8:05 8:35 8:10
15:05 15:25 15:00 15:05
8:25 8:05 8:45 8:10 住吉
15:05 15:25 14:45 15:05 （石巻，牡

8:25 8:10 8:50 8:20
15:05 15:20 14:40 14:55
8:25 8:10 8:55 8:20
15:05 15:20 14:35 14:55
8:25 8:25 8:40
15:05 15:05 14:45

石巻
（石

鹿妻
（牡

蛇田小学校
（北上）

矢本東小学校
（鳴瀬）

住吉小学校

中里小学校
（北上）

スクールバス　避難場所

石巻西高等学校

八雲神社東
（桃生町牛田）

食い処しゅん前
（新栄二丁目）

大原バス停
（大原浜字町）

沢
（沢内響川下地区センター

（東松島市川下）

イオン石巻ショッピ
ングセンター

石巻高

山下10 大曲小学校 大街道小学校

9
東松島高等学校
（鳴瀬）

石巻小学校
（女川）

8 矢本西小学校 石巻市役所
イトーヨウカドー石
巻あけぼの店

7

6
矢本第一中学校
(鳴瀬）

石巻郵便局

法5
広渕小学校
（鳴瀬）

合同庁舎

開北
（牡

4
東松島高等学校
(桃生）

北村小学校 東部土木事務所
開北小学校
（女川）

万石浦3
矢本東小学校
（桃生）

前谷地小学校 昭和マンション

市営住宅アパート
群

2
矢本第一中学校
（桃生）

中津山第一小学校
石巻商業高等学
校

老人ホ
1

広渕小学校
(桃生）

中津山第二小学校
石巻専修大学
（北上）

イオンス
ンター

０９０－６０８７－２２１４ ０８０－３６５８－４５３５ ０８０－３６５８－４５２２ ０８０－３６５８－４５９２ ０８０ー３６５

鳴　瀬　コース 桃　生　コース 石　巻　コース 牡　鹿　コース 女　川　

通学バス避難所指定 
４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 



２ 地区割担当職員の指定  

学
部 
学
年 
名前 住所・☎ 主

担
当 

副
担
当 

第一 
連絡先 

続
柄 
所有
者名 
第二 
連絡先 
 

続
柄 
所有
者名 

小 １ 石巻
太郎 
石巻市山根 
１２－３ 
（４５－６７８９） 

伊
藤 
田
中 
０９０ 
１２３４－ 
  ５６７８ 

母 石巻 
花子 
０９０ 
９８７６－ 
  ５４３２ 

父 石巻 
三郎 

平成２４年度  災害時緊急連絡先・地区担当者一覧 

緊急時は携帯電話。第三連絡先までの一覧表。 
地区担当者（複数原則）の明示。迅速な安否確認。 

厳重な取り扱い。 

３ 災害用児童生徒名簿の整備 

４ 保護者と学校の変化 



非常災害時 安否確認チェック表 

氏 名 連絡先☎ 自宅等到着 
確認時刻 

所在場所 人的被害 物的被害 

石巻太郎 ０９０－ 
１２３４ー５６７８ 

① ② ③ ④ 

① 自宅に到着した時刻の記入 
② 自宅以外の場合，居場所の記入 
③ 本人，家族等の怪我など 
④ 家屋ライフラインの被害  
推測ではなく確実に把握する。 
聞き漏らしを防ぐ。 

 

４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 



４ 災害用備蓄品の整備  

１）発電機３台確保 

２）児童生徒１５０名・職員１００名・地域住民５０名 
  ３００名×６食（一日２食・３日分）の確保 
  クラッカー・アルファー米・氷砂糖等 

３）５年保存水（２リットル）３００本（一人一本） 

４）医療的ケア児童生徒用 医療食と薬 

５）吸引器（足踏み式・手動式） 

６）寝具・懐中電灯・石油ストーブ・ラジオ・カイロ 
  救急薬・消毒用アルコール・電池 

保護者の積立・義捐金。定期的な入れ替え。 

４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 



迷わない・焦らない・安全安心な行動 
         →命を守る 

イマジネーション力を研ぎ澄ます！ 
         →ヒヤリハットの共有 

１ 地震を想定した避難訓練 
２ 火事を想定した避難訓練 
３ 不審者対策の避難訓練 
４ 津波を想定した総合的避難訓練 
５ 保護者の引渡し訓練 

４ 保護者と学校の変化 



４ 保護者と学校の変化 

地域との絆＝命を守る 
子供が持つ二つの生活空間 

 日ごろから 
    地域とつながる 



  学校として   

関係諸機関との連携 地域との連携 

● 学校として ● 
 

外部機関とつながる 
 
 

学校を開く機会（ブログ） 
 
 

障害の理解啓発 
 
 

● 保護者に対して ● 
 
 

サービス利用 
 

地区別集会 
 

居住地校交流 
 
 個別の教育支援計画の

活用 

４ 保護者と学校の変化 



１１ ＳＯＳシート 
（  石巻   太郎  ）は 
   「  自閉症   」の障害があります。 
下記の支援があれば，障害による状態が 
だいぶ改善されます。 
 

障害により次のような 
    状態が見られます 
・ 
・ 
・ 
・ 

 
お子さんの    
 写真添付 

こんな時は このように支援を 
お願いします 

    

＜緊急対応 一覧＞ 

 
連絡先 

優先順 名 前 連 絡 先 ・
電話番号 

  
  

    

  
  

    

  
  

    

服用中の薬と
服用回数等 

  
  
  
  

かかりつけ 
    病院 

  
  
  

緊急時対応の        
 医療機関 

  
  
  

生活上  
必要なもの 
 経管栄養 
 落ち着く物 

  
  
  
  
  

安心して過ご
す必要な条件 

  
  
  
  
  

てんかん・ 
 パニック等 
  への対応 

  
  
  
  

その他，お伝えしたいこと 

４ 保護者と学校の変化 



  行政との連携   

４ 保護者と学校の変化 



  学習会の立ち上げ   

本校保護者 大学教授 

町作りのプロ 

本校ＯＢ保護者 

施設立ち上げののプロ 

社会福祉協議会 

４ 保護者と学校の変化 



石巻市一斉 
地震・津波避難訓練 
２０１３・１０月 

地区ごと 
津波避難先一覧配布 

避難訓練アンケートの配布 



これから・・・ 



公助 

自助 

共助 

５ これから・・・ 



避難誘導の
ポイント 

５ これから・・・ 



チェックしてみよう！持ち出し袋の中身 

５ これから・・・ 



石巻支援学校
の取り組み 

５ これから・・・ 



光明支援学校の取り組み 

５ これから・・・ 



 
 
 
 

障害児者の     
 最後の砦 
 
  安心を！ 

 
 
 
      
 
 
         

         地域に 
             住み分け 

 
 
 

公民館・集会所 
高齢者施設 

福祉 
 避難所 

 行政との連携   

５ これから・・・  
 

災害直後３日間 
 

     地域の 
        受け入れ 

 
 
 

大災害の場合 



５ これから・・・ 



悲しみを希望に！ 
  風化させない･･･ 

５ これから・・・ 
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